
深刻化する環境問題 

シーズを育む基礎生物学 

　大気CO2濃度の上昇とそれに伴う海
洋酸性化や、水質・土壌汚染など、人
間活動による環境問題は年々深刻化し
ています。環境問題を取り巻く経済・
エネルギー問題は、その解消をさらに
困難なものにしています。 

　筑波大学植物代謝生理学研究室では、
主に藻類（そうるい）が持つ風変りな
代謝について研究しています。藻類に
よる燃料生産・環境浄化の試みはその
一部です。我々の研究のうち、即座に
社会に役立つものは限られていますが、
未来の研究シーズ（seeds:種）を発掘
し、遠大な問題に挑戦しています。こ
のような基礎的・学術的な研究ができ
る場は、大学をおいて他にありません。 
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円石形成機構 円石藻特有の炭素代謝 

生物の環境応答 

円石藻のセレン代謝 

　円石藻は海洋に生息する単細胞藻類で、
光合成と石灰化により大量のCO2を海底
に輸送しています。二回の共生を経たこ
の生物は、他にも特異かつ未知の代謝経
路を有します。 

　生物が環境に適応するためのストレス
認識機構は良く分かっていません。葉緑
体の起源となったラン藻のシグナル検知
機構の研究から、光合成生物の環境応答
を理解します。 

　その他、オイル産生藻ボトリオコッ
カスのオイル代謝経路や、モデル緑藻
クラミドモナスの高CO2応答などを研
究しています。 

その他 円石藻の環境への影響 

ラン藻培養株 

二成分制御系 

　円石藻の生
育にはセレン
（Se）が必要
です。我々の
研究によって、
円石藻の他の
藻類に類を見
ない特異なセ
レン代謝や、
セレンを含有
するタンパク
質が発見され
ました。 

蓑田　歩 助教 

　硫酸性温泉紅藻は、
金属濃縮、鉱物からの
金属イオンの溶出、金
属イオンの鉱物化を行
います。このユニーク
な金属代謝を明らかに
することで、彼らが高
温酸性の過酷な環境を
生きる術を知ること、
また、重金属汚染対策
や希少金属の回収など、
私達の生活に役立てる
こと目指します。 

培養液中の金イ
オンを金粒子に
変換して、細胞
表層に付着する
硫酸性温泉紅藻 


